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・PDCAのCがない事
・介護費用の変化についての具体的内容がない事
・施策の努力目標が数値化されていないこと
・利用者数か延べ人数が回数か具体的に見えないこと

・介護予防に力をいれてサービスを減らすことで、介護保険を持続可能な制度にする
ことを市民に周知すること

・老人クラブ・いきいき元気サポーター、いきいきサロン、市民健康大学は、減 少
を推定するのが誠実な対応ではないか？

・消滅可能性都市圏内にこの危機的な状況を本計画に記載するなどして、もっと市民
に対し、周知すべきではないか？

・寝具の乾燥・丸洗い…利用したいと思う人は多いと思うが、人数の少ない理由。手
続きの困難さや周知不足について

・乳酸飲料の配達⇒手渡しではない。留守だった時は業者から連絡はあるのか？
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5・第6期では3つの基本目的がどの程度達成されたかを明示する必要があると思われる。
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・地域ケア会議のモデル事業の中で、受け皿が整備されていないと問題点として取り
上げられたが、そこに触れ、今後の展望として示す必要があると思うがどうか？

・互助についてのアイデアを計画の中に盛り込み具体的に提示していく必要があるの
では？

・老人クラブは価値観や多様化から減少しているのに、どのように自主的な活動への
支援をするのか？

・いきいき元気サポーター等、ボランティアの減少に対して、高齢化を理由に挙げて
いるが、どのようにボランティアを集め、リーダーを擁立していくのか？

・いきいき元気サポーター登録減の理由や分析は？現象の原因を高齢化と挙げている
が？

・一般介護予防事業「はつらつ教室」は、業者委託されている予算をボランティアの
活用や育成、運営に使うことが望ましいのではないか？市民に税金を使うのではな
く、業者を養っているだけのように思えるが…。業者委託されている事業の評価も
あいまいで、成果が出ているのかもわからない。いきいきサロン減少に対する具体
策は？

・エンジョイやすらぎ事業の具体的広報や再評価は？

・通所型サービスでA型B型C型サービス数の提示も必要

・C型の期間設定が5か月と限定されているのはなぜか？経験からは無理と思われる
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